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引
続
き
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計

画
案
、
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
進
級
す
る
一
部
の
役
員
の

方
の
二
十
年
度
留
任
が
決
定
。

　

総
会

　

四
月
五
日
の
大
学
入
学
式
当
日
、

本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
於
い
て
、

ご
父
母
（
保
護
者
）
多
数
の
出
席
を

得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、
同

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
次
に
役
員

の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
選
任
・
委
嘱

さ
れ
た
新
役
員
の
方
々
の
ご
紹
介
の

後
、
新
会
長
に
は
齋
田
浩
三
氏
が
再

任
さ
れ
、
満
場
一
致
で
平
成
二
十
年

度
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　

め
っ
き
り
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し

た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
後
援
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
去
る
四
月
五
日
の
東
京
聖
栄

大
学
入
学
式
終
了
後
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
二
十
年
度
東
京
聖
栄
大

学
後
援
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
齋
田
浩
三

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
後
援
会
会
員
の

皆
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が

ら
大
任
を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
東
京
聖
栄
大
学
後
援
会
と

し
て
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
後
援

会
も
本
年
よ
り
全
学
年
の
父
母
（
保

護
者
）
の
皆
様
に
ご
加
入
し
て
い
た

だ
き
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。
後
援

会
と
し
ま
し
て
は
、
多
く
の
学
生
が

学
業
に
専
念
で
き
る
教
育
環
境
と
教

職
員
の
研
究
助
成
を
図
る
べ
く
支
援

活
動
、
大
学
と
共
催
の
保
護
者
会
、

会
報
の
発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
聖
栄
大
学
も
開
学
四
年
目
と

な
り
、
第
一
回
生
は
来
年
の
卒
業
を

向
え
、
就
職
活
動
、
管
理
栄
養
士
資

格
取
得
へ
の
試
験
勉
強
に
忙
し
い
時

期
だ
と
思
い
ま
す
、
後
援
会
と
し
ま

し
て
も
学
生
の
更
な
る
支
援
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
聖
栄

大
学
の
益
々
の
発
展
と
後
援
会
の
皆

様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
平
成
二
十
年
度
保
護
者
会（
予
告
）

　

今
年
度
も
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
、十
月
四
日
（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
本
学
の

教
育
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
十
一
時
よ
り

全
体
会
と
し
後
援
会
会
長
・
学
部
長

挨
拶
に
続
い
て
、
学
生
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
の
報
告
。
そ
の
後
学
科

別
に
分
か
れ
て
十
一
時
四
十
分
よ
り

学
科
別
全
体
会
を
行
い
そ
の
後
、
学

科
別
学
年
担
任
と
の
懇
談
を
十
三
時

十
分
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
十
三
時
二

十
分
よ
り
本
学
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
後
援
会
主
催
の
教
員
と
の
懇

親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◆
総
会
・
役
員
会
報
告

　

役
員
会
報
告

　

二
月
二
十
三
日
（
土
）
四
役
会
、

三
月
二
十
二
日
（
土
）
に
役
員
会
全

体
会
が
夫
々
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
同
報

告
は
承
認
さ
れ
た
。

平成20年度後援会役員紹介

会　　長	 ４NB	 齋　田　浩　三
副 会 長	 ４NA	 川　口　靖　昌
副 会 長	 ３FA	 大　嶋　　　博
副 会 長	 ２FB	 松　永　和　夫
会　　計	 ４NB	 安　藤　実　利
会　　計	 ２NA	 橋　田　晃　一
会　　計	 １NB	 高　木　善　繁
会計監査	 ４NA	 川　村　　　一
会計監査	 ４FA	 斉　藤　　　隆
会計監査	 １FA	 佐　藤　弘　文
役　　員	 ４NA	 江　口　隆　勇
役　　員	 ４NA	 金　井　正　三
役　　員	 ４NA	 吉　田　充　志
役　　員	 ４NB	 青　野　義　弘
役　　員	 ４FA	 山　崎　弘　敏
	 	 	 （敦　代）
役　　員	 ３NA	 福　田　　　洋
	 	 	 （千栄子）
役　　員	 ３NB	 谷田部　政　視
役　　員	 ２NA	 糸　井　正　明
役　　員	 ２NA	 加　藤　重　美
役　　員	 ２NB	 藤　村　好　則
役　　員	 １NA	 柳　瀬　　　仁
役　　員	 １NB	 齊　藤　ひろみ
役　　員	 １NB	 中　村　　　誠
役　　員	 １NB	 伴　　　　　信
役　　員	 １NB	 渡　邊　浩　美
役　　員	 １FA	 金　井　しづ江
役　　員	 １FA	 金　原　　　充
役　　員	 １FA	 木　口　尚　美
	 	 	 〈敬称略〉

昨年度の保護者会（平成 19年９月）
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管
理
栄
養
学
科
の
現
状

管
理
栄
養
学
科
長　

阿
左
美
章
治

　

即
戦
力

と
し
て
活

躍
で
き
る

管
理
栄
養

士
の
養
成

を
目
的
に

平
成
十
七

年
度
に
開

設
し
た
管

理
栄
養
学

科
は
今
年
度
完
成
年
度
を
迎
え
た
。

実
践
能
力
を
備
え
、
か
つ
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
に
合
格
で
き
る
学
生
の

育
成
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
間
、
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
学
生
に
「
管
理
栄

養
士
の
何
た
る
か
」
と
普
段
の
勉
強

と
の
関
連
性
、
重
要
性
ひ
い
て
は
こ

れ
が
国
家
試
験
合
格
に
直
結
す
る
こ

と
へ
の
理
解
と
そ
れ
を
維
持
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
。

　

新
入
生
に
は
入
学
時
に
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
化
学
の
基
礎
力
向
上

講
座
で
対
応
し
、
一
、
二
年
次
に
は

専
門
基
礎
教
科
の
理
解
を
高
め
る
こ

と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
以
降
、

三
、
四
年
次
で
は
臨
地
実
習
に
よ
る

実
践
活
動
を
経
験
し
、
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
対
策
、
就
職
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

四
年
次
生
の
管
理
栄
養
士
職
へ
の

希
望
は
強
く
、
七
月
末
ま
で
に
多
く

の
学
生
が
内
定
を
得
て
い
る
。
こ
の

こ
と
と
あ
わ
せ
て
四
年
次
生
が
来
年

三
月
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合

格
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
前

期
に
は
国
試
対
策
「
特
論
」
や
模
擬

試
験
を
実
施
し
、後
期
に
は
「
特
論
」

は
も
と
よ
り
学
内
・
学
外
模
擬
試

験
、
直
前
対
策
講
座
等
を
実
施
し
、

学
生
諸
君
の
よ
り
一
層
努
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
合
格
の
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
。

 

食
品
学
科
の
現
状

食
品
学
科
長　

筒
井　

知
己

　

食
品
学
科
の
学
生
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
で
、
食
品
と
安
全
、
食
品

の
加
工
と
調
理
、
食
品
と
産
業
、
食

品
分
析
の
技
術
の
各
分
野
の
専
門
科

目
を
履
修
し
、
食
品
に
つ
い
て
の
知

識
、
理
論
、
機
器
分
析
技
術
、
食
品

加
工
技
術
を
深
く
身
に
つ
け
て
い

る
。さ
ら
に
学
生
は
一
年
次
の
フ
ィ
ー

ル
ド
研
修
、
二
年
次
の
海
外
研
修
、

三
年
次
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、

食
材
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
生
産
、

流
通
、
加

工
さ
れ
て

い
る
か
、

ま
た
そ
の

品
質
管
理

は
ど
の
よ

う
に
な
っ

て
い
る
か

を
体
験
・

学
習
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
学

生
の
就
職
状
況
が
良
好
で
、
さ
ら
に

卒
業
後
の
社
会
で
の
評
価
が
高
け
れ

ば
指
導
す
る
食
品
学
科
の
教
員
と
し

て
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

現
四
年
次
生
は
、
製
菓
会
社
、
製

パ
ン
会
社
、
惣
菜
・
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
製
造
会
社
、
食
品
問
屋
、
食
品
輸

入
商
社
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
多
様
な
企
業
へ
の
内

定
者
が
出
て
い
る
。
彼
ら
が
卒
業
後

各
分
野
で
活
躍
し
て
く
れ
れ
ば
、
筆

者
ら
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
成
果

と
な
る
。

　

今
後
の
食
品
学
科
と
し
て
は
、
卒

業
生
に
対
し
て
の
ケ
ア
を
検
討
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
検
討
し
て
、
専
門
性
を
さ
ら

に
高
め
る
と
と
も
に
、
在
学
生
が
よ

り
就
職
へ
適
応
し
や
す
い
よ
う
に
指

導
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

  

マ
ナ
ー
向
上
運
動
・

　
　
　
　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
推
進
運
動

　

今
年
度
も
六
月
十
二
日
、
全
学
的

に
実
施
し
て
い
る
『
マ
ナ
ー
向
上
運

動
』
を
新
入
生
に
理
解
・
実
践
さ
せ

る
た
め
、
財
団
法
人
実
務
技
能
検
定

協
会
面
接
官
の
前
田
小
百
合
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
マ
ナ
ー
講
座
を
開

催
し
た
。
上
級
生
を
含
め
、
日
々
の

学
生
生
活
に
お
い
て
の
実
践
が
望
ま

れ
る
。

　
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
推
進
運
動
』
は
、
昨
年

か
ら
学
友
会
が
中
心
と
な
り
「
聖

栄
葛
飾
祭
」
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
。
模
擬
店
で
エ
コ
ッ
パ
ッ
ク
を
利

用
し
、
入
場
者
に
対
し
ゴ
ミ
の
細
か

な
分
別
回
収
を
徹
底
し
て
も
ら
う
な

ど
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
意
識
の
向
上
が
成
さ
れ

た
。
今
年

の
「
聖
栄

葛
飾
祭
」

で
は
、
昨

年
以
上
の

活
動
が
計

画
さ
れ
て

お
り
、
運

動
を
継
続

的
に
行
っ

て
い
る
。

 

管
理
栄
養
学
科

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

食
品
学
科

管理栄養学科　臨地実習

学
友
会
に
よ
る
ゴ
ミ
の
分
別
回
収

食品学科　フィールド研修（そば打ち）

 

就
職
状
況

 

完
成
年
度
を
迎
え
た
事
に
よ
り
、

東
京
聖
栄
大
学
と
し
て
は
じ
め
て
の

就
職
活
動
が
開
始
し
た
。
近
年
の
就

職
活
動
は
、
三
年
次
十
月
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
就
職
サ
イ
ト
の
オ
ー
プ

ン
に
よ
り
本
格
開
始
し
て
い
る
。
本

学
学
生
も
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
一
・
二
年
次
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
、

三
年
次
か
ら
の
就
職
活
動
支
援
を
受

け
、
早
期
に
活
動
開
始
す
る
学
生
が

多
か
っ
た
。
今
年
一
月
に
は
、
本
学

生
初
の
就
職
内
定
の
報
告
を
得
た
。

就
職
活
動
の
ピ
ー
ク
は
後
期
試
験
終

了
後
か
ら
五
月
末
ま
で
で
、
こ
の

期
間
に
多
く
の
学
生
が
内
定
獲
得
し

た
。
そ
の
後
、
内
定
獲
得
は
順
調
に

進
み
、
九
月
十
日
現
在
の
就
職
内
定

率
は
約
八
五
％
で
あ
る
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

複
数
企
業
か
ら
内
定
を
得
た
学
生
が

多
く
、
ど
の
企
業
に
就
職
す
べ
き
か

の
相
談
が
多
い
。
食
品
学
科
は
、
研

究
技
術
、
食
品
製
造
、
調
理
、
食
品

の
営
業
販
売
な
ど
幅
広
く
内
定
獲
得

し
て
い
る
。

　

今
後
、学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

未
内
定
者
へ
の
個
別
対
応
や
進
学
希

望
者
へ
の
支
援
に
よ
り
全
卒
業
生
の

進
路
確
定
に
努
め
て
い
く
。
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後
援
会
の
寄
贈

就
職
関
連
使
用
の
備
品
寄
贈

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
・
就
職
支
援
で
の
学
生
利
用
を

目
的
と
し
て
セ
ン
タ
ー
内
に
パ
ソ
コ

ン
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
内
二
台

は
旧
式
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
時
で
の
不
都
合
等
が
あ
り
、
後
援

会
で
は
最
新
型
の
パ
ソ
コ
ン
二
台
を

新
規
購
入
し
大
学
に
寄
贈
し
た
。
第

一
期
生
が
卒
業
年
度
を
迎
え
、
セ
ン

タ
ー
内
で
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　

ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
・

就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
利
用
が

増
え
、
ビ
デ

オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
一
式

を
大
学
（
学

生
支
援
セ
ン

タ
ー
）
に
寄
贈
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
・

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
の
他
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
等
の
就

職
情
報
業
者
を
招
き
開
催
し
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

合
気
道
部
へ
の
畳
の
寄
贈

　

合
気
道
部
主
将　三

年　

井
上　

大
輔

　

合
気
道
部
は
新
入
生
を
迎
え
、
部

員
数
十
三
名
と
な
り
体
育
館
二
階
で

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
度
、

後
援
会
よ
り
新
し
い
畳
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
練
習
環
境
が
充
実

し
て
き
ま
し
た
こ
と
、
部
員
一
同
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
気
道
部
は
、
以
前
は
プ
レ
ハ
ブ

の
道
場
で
稽
古
し
て
い
ま
し
た
が
、

厚
生
施
設
棟
の
建
設
に
伴
い
体
育
館

内
に
稽
古
の
場
を
移
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
部
員
増
加
に
伴
い
畳
が
少

な
く
、
大
き
な
技
の
稽
古
等
充
分
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
か
か

り
稽
古
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
合
気
道
部

で
は
部
員
一
同
稽
古
に
励
み
、
秋
の

演
武
会
で
は
皆
様
に
私
た
ち
の
技
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

学
友
会
総
会
・
新
入
生

歓
迎
会

　

四
月
十
六
日
、「
学
友

会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

新
役
員
の
選
出
や
新
年
度

行
事
予
定
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
「
新
入
生
歓
迎
会
」
で

は
、
㈱
伊
勢
丹
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
派
遣
・
採
用
事
業
部
の
真

能
和
彦
氏
に
よ
る
『
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
意
識
革
新―

実
り
あ

る
就
職
へ
の
第
一
歩―

』
と
題
す
る

特
別
講
演
が

行
わ
れ
、
社

会
で
働
く
上

で
必
要
に
な

る
能
力
の
話

な
ど
学
生
の

関
心
深
い
内

容
で
あ
っ
た
。

●
体
育
祭

　

五
月
三
十
日
、
本
学
第
一
グ
ラ
ン

ド
（
船
橋
市
）
に
お
い
て
、
朝
方
の

雨
も
回
復
し
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
完
成
年
度
の
た
め
、
は
じ
め
て

四
年
次
生
が
参
加
す
る
体
育
祭
は
、

全
学
年
が
揃
う
全
学
行
事
と
な
っ

た
。「
聖
栄
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」

な
ど
新
種
目
の
登
場
に
よ
り
、
例
年

以
上
に
歓
声
に
沸
く
大
会
で
あ
っ

た
。

●
聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）

　

今
年
の
「
聖
栄
葛
飾
祭
」
は
、

十
一
月
七
日
（
金
）
の
前
夜
祭
と
八

日
（
土
）、
九
日
（
日
）
の
本
祭
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
。
昨
年
に
続
き

地
元
密
着
型
の
大
学
祭
と
す
る
為
、

葛
飾
区
の
後
援
を
得
て
行
な
う
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、「
食
で
育
む
体
と

心
」
で
、
食
育
行
事
を
メ
イ
ン
企
画

と
す
る
。

　

前
夜
祭

は
、
学
生

の
要
望
の

強
か
っ
た

一
般
住
民

の
方
々
の

参
加
が
実

現
し
、
全

国
栄
養
士

養
成
施
設

協
会
後
援

に
よ
る
食

育
イ
ベ
ン
ト
「
食
育
特
別
講
演
会
」

を
、
東
京
農
業
大
学
教
授
小
泉
武
夫

氏
を
お
招
き
し
開
催
す
る
。詳
細
は
、

後
日
、
本
学
学
友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
企
画
と
し
て
日
本
フ
ー

ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
の
共
催
に

よ
り
食
育
イ
ベ
ン
ト
「
高
校
生
お
い

し
い
ラ
ン
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
な

う
。高
校
生
の
な
か
よ
し
チ
ー
ム（
四

人
一
組
）
に
よ
る
応
募
を
受
付
し
、

当
日
実
習
し
入
賞
者
を
決
定
す
る
。

　

後
援
会
で
は
前
夜
祭
・
本
祭
と
も

多
く
の
方
々
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
地
域
活
動

　

五
月

十
八
日
葛

飾
区
総
合

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ

れ
た
葛
飾

区
等
主
催

の
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
葛
飾
区
大
会
」

に
、
本
学
の
学
友
会
と
調
理
実
習
部

が
全
面
協
力
し
た
。
学
生
の
用
意
し

た
「
と
ん
汁
」「
や
き
鳥
」
な
ど
は
、

こ
ど
も
達
に
大
人
気
で
地
元
に
対
す

る
東
京
聖
栄
大
学
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
た
。

学友会活動報告

昨
年
の
聖
栄
葛
飾
祭　

青
木
葛

飾
区
長
が
来
校（
左
か
ら
３
人
目
）
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管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

岡
田　
　

弘
准
教
授

一
年
副
担
任　

植
松　

節
子
講
師

二
年
担
任　
　

飯
樋　

洋
二
准
教
授

二
年
副
担
任　

長
須　

正
明
講
師

三
年
担
任　
　

栁
瀬　

昌
弘
教
授

三
年
副
担
任　

伊
澤　

正
利
講
師

四
年
担
任　
　

渡
邉　
　

悟
教
授

四
年
副
担
任　

富
吉　

靖
子
講
師

　

食
品
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

井
筒　
　

雅
教
授

一
年
副
担
任　

丸
井　

正
樹
准
教
授

二
年
担
任　
　

前
田　

宜
昭
准
教
授

二
年
副
担
任　

眞
木　

俊
夫
准
教
授

三
年
担
任　
　

松
本　

信
二
教
授

三
年
副
担
任　

荒
木　

裕
子
講
師

四
年
担
任　
　

品
川　

弘
子
教
授

東
京
聖
栄
大
学
の

　
　
　
　
　

使
命
に
思
う

後
援
会
副
会
長　

大
嶋　
　

博

　

今
年
は
、

ま
ず
一
月
に

中
国
製
冷
凍

餃
子
の
毒
物

中
毒
事
件
が
あ
り
、
毒
物
学
研
究
で

知
ら
れ
る
眞
木
准
教
授
が
出
演
し
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
新
聞
で

コ
メ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
食
品
関
係
の

大
学
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
年
で
し
た
。
食
品
の
安
全
性
、
油

な
ど
食
材
料
の
高
騰
に
よ
る
品
不
足

を
補
う
べ
く
自
給
率
向
上
な
ど
、
食

糧
問
題
は
今
や
国
内
外
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
ま
た
食
育
は
、
子
ど

も
の
家
庭
で
の
食
生
活
や
栄
養
、
学

力
も
改
善
で
き
る
な
ど
そ
の
可
能
性

は
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
メ

タ
ボ
対
策
も
健
康
維
持
の
た
め
の
関

心
事
で
す
。
そ
の
よ
う
な
、
時
代
の

最
先
端
の
課
題
を
研
究
・
勉
強
で
き

る
本
大
学
の
環
境
に
い
る
学
生
達
は

タ
イ
ム
リ
ー
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

長
男
も
、
大
学
で
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
や
海
外
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
の
農
業
体
験
等
、
数
々
の
実
地

体
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な

経
験
と
出
逢
い
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

大
学
も
開
学
し
て
四
年
目
に
入

り
、
よ
う
や
く
一
年
生
か
ら
四
年
生

ま
で
が
揃
い
草
創
期
で
も
あ
る
こ
の

時
期
か
ら
、
管
理
栄
養
士
や
食
品
衛

生
管
理
者
、
企
業
で
の
専
門
家
な
ど

今
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

人
材
を
陸
続
と
社
会
に
輩
出
し
て
い

く
使
命
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
学
長
・
理
事
長
を
中
心
に
、

教
職
員
、
学
生
、
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
学
生
の
た
め
の
大
学
建
設
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
私
も
一
助
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
結
び
に
建
学
の
精
神
を
身
に

つ
け
る
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

受験相談会
10月18日（土）
11月８日（土）※
11月９日（日）※
12月６日（土）

■開催時間
各回とも13：00−16：00
要予約

■主な内容
・平成21年度入試概要説明
・個別受験相談
・キャンパス見学
・在学生と話そう　他
※�11月８日、９日は聖栄葛
飾祭（大学祭）受験相談
コーナーとして実施。

〈お問い合わせ先〉
学生支援センター
入試相談室
〒124−8530
�東京都葛飾区西新小岩

１−４−６
TEL.�03-3692-0211（代）
　　 03-3692-0238

（入試相談室直通）

入試関係ニュース

編
集
後
記

　

後
援
会
会
報
は
、
大
学
の
完

成
年
度
を
迎
え
、
今
年
度
か
ら

年
二
回
の
発
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
次
回（
第
四
十
五
号
）は
、

来
年
三
月
の
発
行
予
定
で
す
。


